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5第 1章　相談場面におけるケアモデル
①ケアモデルの視点
私たち援助専門職者のもとにやってくる人た
ちの多くは、突然で、ふってわいたような災難
に出くわし、自分の力ではどうしようもないよ
うな出来事に直面した人たちが多い。そして、
健康で元気な赤ちゃんが生まれるとばかり期待
していたのに、予想外の障害を持って生まれた
時、その母親が悲しみ、怒り、苦しみを早期に
表現しこの衝撃に直面することが、母親の精神
的回復を促進し、その後の子どもの養育にプラ
スになるという考え方が主となっている。
ところで、災難や苦悩にあるといっても、当
人にとってはまったく責任のない場合が多い。
なかにはその責任を無理やり他人に押しつけ
て、恨んだり嘆いたりする人もあるし、やたら
と「すべて私が悪い」と責任をかぶる人もある。
ところが、運命と呼ぶかどうかは別にして、自
分の置かれた状況と正面から取り組んで、自分
に課せられた人生の意味を見出す姿勢でいる
時、不思議に状況が変化したり、状況に変化が
なくても、最初は恨んでいた運命に対して、そ
の意味を理解するに至り、生活にある種のやす
らぎが生じたりすることがしばしばある。いわ
ば、ものごとを見つめる視野が広がり、深くな
り、社会的な枠組みにとらわれる率が少なくな
り、それだけ生きる知恵が備わっていくような
のである。援助者として、共にその過程を歩ん
でいて、不思議な感動が湧き上がり、尊敬の念
を抱かせられるのである。
このことを宗教的に表現すれば魂が磨かれた
ということになる。ヒルマン（1988年）も引
用するように、釈迦が家族を捨て、城を出、出
会ったのがまず一人の老人（老化、衰弱）で
あった。次に病人（苦痛、傷つきやすさ、苦悩）、
三番目に死体（あらゆる生命は死で終わるとい
う普遍的真理）であった。そして、最後に彼が
出会ったのは賢者であった。釈迦は自分の命を
かけて人間の出会う苦しみの問題と格闘し、人
間自身の持つ賢者の知恵の存在に行き当たった
のである。筆者は苦悩にある人たちの多くに、
このあまねく人の世を凝視する目を持った賢者
の出現を見て、感動させられる。
ヒルマン（1988年）によれば、古典的コス
モロジーは四つの異なる仕方で苦悩の問題に解
答を与えているという。そのうちの一つの見解
は、苦悩が基本的に必然的なものではなく（す
なわち幻想であり）、その為に治療することが
できるものとする考え方であり、もう一つの見
解は、苦悩は基本的に必然的なものであり、そ
のために、それを本当に治療することはできな
いとする考え方であるという。ヒルマン（1988
年）はここで、「しかし、苦悩という厳しい事
実にひるむことなく、しかも苦悩を受け容れる
コスモロジーを提示してくれるような、もう一
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つ別の視野をなんとかして我々は手にいれるこ
とができないものであろうか。必然的であると
同時に、治療もすることができるような苦悩が
存在するだろうか」と問いかけ、魂について重
要な示唆をしている。魂の根本活動としての病
理化、すなわち、魂には「その行動のいかなる
局面においても、病気、病的状態、無秩序、異
常そして苦痛を創りだし、この醜く変形され苦
しげな視点を通じて、生を経験し想像しようと
する、魂の自律的な能力」があると見るのであ
る。このことを逆に考えると、苦悩、苦痛を通
じて、我々は魂の働きとその意味を知るという
ことになる。釈迦が出会った賢者とは、この魂
であるとも考えられる。そしてまた、私たちが
同行し、援助している苦悩にある人たちが発見
したものでもある。
このことから、ケアモデルの視点として、問
題を受け止め、格闘し、その中から魂がみがか
れ、認識の視野が拡大し、人間一人一人が持つ
賢者の知恵に行き着くプロセスの同行というこ
とをも含んでいるのである。
グーゲンビュール（1982年）は「幸福への
道筋には苦痛は含まれていない。幸せな人は愛
する人たちにまじって家族の食卓につき、たら
ふく食べる。救いを求める人は罪や破壊と格闘
し、苦痛や死と対決する」と述べる。このよう
にケアとは、単なる、何の罪も苦痛もなく、平
穏な状態である幸福への道筋の同行というので
はなく、また問題解決、成長発達といった幸福
概念でもなくて、自分の力ではどうしようもな
い事柄に圧倒されそうな状況にある人たちが、
苦痛と破壊に満ちた自分自身やその人生と折り
合いをつけるといった、救済への道筋の同行と
いう意味が含まれていることが理解されると思
う。この視点があるからこそ、これまでの、問
題解決、成長発達、治療といった積極的な援助
モデルのみにとらわれることなく、苦しみ、怒
り、希望のない状態にある人に付き添い、心の
世話をする「魂の付き添い人」という意味を含
めたケアモデルにさらなる価値を見出すことが
可能となるのである。
②女性性と受容性
以上のように、ケアは苦痛を取り除くという
よりも、苦痛を受け止めるという意味あいが強
い。ところで、自分自身の苦悩から逃げようと
すると、家族の人間関係からも逃避したり、あ
るいは残酷に家族成員の感情を切り捨てたりし
がちである。例えば「秘密の花園」（2007年）
の妻をなくしたクレーブンは、その悲しみに耐
えかねて、家や子どもを忘れ仕事も捨て、10
年間もノルウエーのフィヨルドやスイスの山
や谷を旅した。また「まぼろしのトマシーナ」
（1984年）の獣医マクデューイは、妻の死以来
心が冷え切り、人間や動物に愛情のかけらも見
せない人になってしまった。マクデューイは手
術の腕は抜群だが、治る見込みがないと判断す
ると、飼い主の感情など無視して、クロロフォ
ルムですばやく安楽死させる。挙句の果ては、
娘のメアリ・ルーダーがかわいがる猫を、メア
リーの「パパ、パパ、もしトマシーナを眠らせ
たらもう一生あんたと口を聞かないから」とい
う叫びを無視して、クロロフォルムを使い、そ
の後、メアリーの心が傷つき、死んだようにな
る。クレーブンもマクデューイも妻をなくした
悲劇に捕らわれ、苦しみから逃げようとするあ
まりに、人の落胆や苦悩や悲しみをも無視する
のである。
伝統的に、病人の看護・死の看取りは女性の
仕事であった。デメトラコポウルス（1986年）
は「女性は忍耐力と気分や声の微妙な変化を感
知する能力において男性より優れている。死ん
で行くものは、この女性が自分を包み、死への
旅路につきそってくれることを知って、安らぎ
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を感じる」と述べる。また、末期癌患者の在宅
ケアに先駆的にかかわり、その医院を私たち心
理臨床家の臨床の場として約 20年に渡って提
供し続けた河野博臣は、生前「末期患者の夢に
おいて、死への使いは女性イメージで現れるこ
とが多く、男性イメージで現れる場合は罰を与
えるイメージにつながる」ということをしばし
ば話された。
女性的なもの、すなわちメタファーとしての
女性原理は受動性である。受動性というのはも
ちろん受け入れるという肯定的な意味から、受
苦、痛みなどいわば人間の弱さにかかわるもの
も指している。
このように、原理としての女性性は、忍耐深
く、包み込み、育み、苦悩や痛みを心と体で深
く受け止める。
第2章　苦悩する自我（distress ego）のケア
①内なる救済者
ケアとは、これを介護とする狭義の意味では
なく、それを含めた広義の意味で定義すると、
「苦悩にある人の魂の配偶者となり、心の世話
をする」ということになる。ヒルマン（1982年）
はこれを「魂の付き添い人」として、重荷を担い、
心に深く注意を払い、一心に世話をすることで
あり、苦悩にある人が最初に望むことは、自分
の苦しみに気づいてもらい、援助者を彼の経験
の世界に引き入れることであると説明する。
筆者（1996年）はかつて、子どもを虐待す
る母親の母性の回復に関して、昔話「手のない
娘」について言及したが、その主人公の娘が、
両親から手を切られた場面は、象徴的には、親
子の縁を切られ、この世には自分を守ってくれ
る者は皆無で、神も仏もあるものかという状況
であり、苛酷な運命、突然の災難が押し寄せて
きた状況でもある。
この苛酷な運命の重圧で、子どもを抱く手が
なくなった娘、すなわち子どもを育む母性を
失った主人公が母性を回復させるプロセスは、
私たちの取る援助的姿勢に重要な示唆を与えて
くれる。それは、母性の弱さの原因と結果を重
視し、それを問題にすることよりも、援助者の
守りのなかで、主人公が悩み、苦しみ、心の底
からの母性への希求の声がほとばしった時、内
なる救済者から癒されるということである。す
なわち、ただただ付き添い、配慮し、共感し、
見守り通すという、ケアの大切さが見出される
のである。
②苦悩する自我
苦悩する自我に言及してノイマン（1973年）
は「このような自我があらわれるのは、保護的
雰囲気が時期早尚に壊れて、子どもの自我があ
まりにも早く目覚めさせられた時であり、不安
と空腹と苦悩の状況によって自立へと駆り立て
られたり、ネガティブな体験に耐えることがで
きないで、いつまでたっても依存的であり、自
分の要求が満たされることを求めて口やかまし
く叫んだりする」と言う。理解されるように、
筆者はノイマンの説明する苦悩する自我を、子
どもだけでなく、成人にもあてはめて、そのケ
アを論じている。
苦悩する自我をケアする場合、類別すると大
きく二つに分けられる。一つは、手のない娘に
見られるように、家族関係上の問題を抱えたり、
幼い頃に突然母や父から切り離されて、その悲
しみや苦しみをどう処理して良いのか困惑して
いる人たちの苦悩の問題である。すなわち、子
育てに悩む親や家族の問題で苦しむ人たちへの
ケアである。この問題は私たち全てが大かれ少
なかれ体験していることであり、援助者が体験
的に共感しやすく、どちらかといえば因果律で
対処されてきたものである。
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もう一つは、事故や病気のような、突然ふっ
てわいたように訪れる災難で、全ての人が出会
うとはかぎらない苦悩で、自分の力ではどうし
ようもないと感じかねない苦悩である。事故で
失明したり、突然の飛行機事故で両親や子ども
を失うといったこともそうである。
ところで、津島祐子（1987年）は、小説「夜
の光に追われて」において、風呂場で突然死し
た自分の子どもにまつわる苦しみを受け止める
過程で、王朝文学の夜半の寝覚の主人公が、姉
の婚約者が突然自分の部屋にやってきて関係を
持ち、子どもが生まれるという悲劇を、結局は
世の無常をみつめながら魂をみがくことで強く
生きていく姿を重ねることで、津島祐子自身が
生きる勇気を与えられたことを書き綴っている。
王朝文学は、人間に生じるどうしようもない
出来事をみつめ、受け止めようとする色彩が強
いと筆者は理解している。そして、河合（1991
年）が「とりかえばや、男と女」で、「中村真
一郎は王朝文学に語られる苦悩は真の魂の苦悩
であることを示している」と述べているように、
「とりかえばや」や「夜半の寝覚」の場合にしろ、
その苦悩の特徴が「どうしようもない」ところ
にあり、その「どうしようもない」苦しみを受
けながら、主人公が主人公なりの努力を続ける
なかで、その苦悩の色合いが微妙に変化してい
くのである。さらに、苦悩という表現をとおし
て、魂そのものの存在にあたることになり、「苦
悩する自我」のケアは人間一人一人の力が弱め
られた現代においては益々必要となることが予
測される。
第 3章　苦悩する自我のケアと保育者訓練
①援助専門職者としての保育者
幼稚園教育要領の主文に、幼稚園教育は「環
境を通して行うものであることを基本とする」
と示されている。環境には人的環境と物的環境
とあるが、幼児にとって保育者は、家族以外で
生活をともにするはじめての大人であるという
ことで、非常に重要視されている。たとえば、
指導計画作成上の留意事項として、「幼児の行
う具体的な活動は、生活の流れの中で、さまざ
まに変化するものであることに留意し、幼児が
望ましい方向に向かって自ら活動を展開してい
くことができるよう必要な援助をすること」と
述べられているように、援助専門職の一員とし
ての保育者が強調されている。
保育者はあらかじめ立てていた計画どおりに保
育活動を進めたり、自分のやっていることに強引
に園児を引き付けようとするのではなく、幼児の
興味や感情の自然な流れをともにし、そこに湧き
上がった感動を共感する大人なのである。
以上のことからすると、保育者は、教材を研
究して、その教材を使っていかに子どもの保育
をするかといった一方方向の教育だけでなく、
保育場面での保育者の人間関係の持ち方につい
ての、保育者自身の感性を磨くための、いわば
感受性の訓練が必要になってくる。すなわち、
保育者自身が何を感じ、何を表現し、何を共感
したのかという、これまではほとんど無意識に
やっていたことを、しっかりと把握することが
大切になってきたのである。
②良すぎる保育者イメージ
筆者は前任校勤務時代、保育者に対して周囲
の人たち投げかけ、期待するイメージがあまり
にも良すぎ、それに応えるために優しさを表現
しようとして固くなりすぎる保育者が増えてい
ると感じていた。
保育者は、子どもと関わる場合に二通りの感
情が動くことを自然に知っている。すなわち時
には子どもを拒否し、受け入れがたいと思うこ
とすらあることを知っている。しかし、優しく
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て受け入れる側面だけを意識した保育者は、自
分の心のなかに拒否感情が動いた時は、それを
抑圧し、逆に子どもに過度に優しくふるまい、
子どもとの本当のつながりを持てなくなってし
まうのである。すなわち、優しさが本当の「思
いやり」に至っていないのである。そしてこの
ような保育者が筆者（2005年）が心理的援助
を行ってきた「自己犠牲的な良い子」の問題を
かかえていることが時たま見られる。
ある保育者が、「自己犠牲的な良い子」の問題
をかかえる子どもに対するコンサルテーション
を筆者から受けるなかで、自分自身が同様の問
題を抱えていることに気づき、その子どもとの
かかわり方について筆者との話し合いを続ける
なかで、自分自身の「良い子」すぎることを見
つめ、その問題の解決の糸口をつかんだことを
例のひきながら、以下に「思いやり」とケアと
いうことを中心に述べたい。
③自己犠牲的な良い子
自己犠牲的な良い子とは、不安定で誰かの支
えを必要とする親を、まだ大人でもなくそんな
力もないのに自分の責任と感じ、親を支え、親
代わりをする子どもであり、前述したように、
ノイマン（1973年）が述べる「苦悩する自我
があらわれるのは、保護的雰囲気が時期早尚に
壊れて、子どもの自我があまりにも早く目覚め
させられた時であり、不安と空腹と苦悩の状況
によって自立へと駆り立てられたり」する子ど
もの総称である。
例えば、拒食症の娘のことで相談にやってき
たある母親が、「娘は幼い頃から大変健康で、
泣くこともむずかることもあまりなく、自分一
人で育ったような子で、私は病気の姑と気難し
い舅の世話にかかりきりで、娘に気を配ること
がほとんどなかった。そして、娘はすぐに生ま
れた妹たちの世話を懸命にやり、下の子どもた
ちは娘に育ててもらったようなものです」と述
懐するような子どもである。
この子どもたちの多くは、親から内面的なケ
アをしてもらっていないと感じており、北山
（1985年）が言うように「母から内面的なケア
をしてもらえなかった場合は、逆にものわかり
の良い子になり、親に頼らず自らをケアする能
力を発揮させるだけでなく、母親の代役を演じ
ることで自分のみじめさを押し隠す」ようにな
る。すなわち、他人の世話ばかりする「お世話
係り」になる。
ところで、筆者のところに相談にやってくる母
親たちの子どもが意外にこの「自己犠牲的な良い
子」の問題を抱えていることが多く、幼い頃はむ
しろ回りから期待されて頑張り、成長してから問
題が表面化して来るのである。そして頑張り屋の
保育者が潜在的にこの問題を抱え、保育現場で回
りの期待に答えようとしすぎ、体を壊したり、子
どもとの関わり方に悩み、精神的にまいってし
まったりするケースも増えている。
④保育相談におけるコンサルテーション事例
ある母親から、3歳児の男児（K）のことで「最
近絵が描けず、何か描いてもすぐ塗りつぶして
しまう。色も黒く、紫、青と暗い色が多いので
心配していると保育者が相談された。Kの姉は
発達遅滞で、Kは母から頼まれて姉の世話をし、
母から「自分を手伝ってくれるとても頼りにな
る子」（自己犠牲的な良い子）と思われていた。
保育者は「K君は自分が描きたいと思う水準が
高く、そのようにできないので逆に塗りつぶし
てしまうのではないか」と母親を責めないよ
うに、婉曲に話し合った。すると母親のほうか
ら「Kにかける期待が大きくなってしまったの
で、押しつぶされそうなのでしょうか。でも K
に頼らないとやっていくことは無理なのです」
と痛々しい言葉が返されて来て、保育者は母親
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の気持ちを納得でき、夫が子どもと風呂にも入
りたがらず、子育てを妻にまかせっぱなしの状
態が母親を不安定にし、母親一人で苦しみを
抱えこんでしまい、かろうじて Kに支えても
らっていることを理解する。こうした話し合い
を続けるうちに、母親は「このごろなんとなく
Kのことがわかってきました。Kも大変ですよ
ね」という言葉と共に、Kの塗りつぶしがとま
り始めた。その後 Kに大して保育所でもあま
り期待をかけすぎないように配慮しながら、「K
ちゃん、いやだったらしなくてもいいよ」など
ど、保育者が Kの気持ちを代弁することで、K
はずいぶんのびのびした感じになり、絵も楽し
く描けるようになったのである。保育者は私と
のコンサルテーションのなかで、自分自身も優
しすぎる子であることに気づいた。
不思議なもので、援助者が自分の問題を解決
しなければならない時期にくると、同じような
問題をかかえた子どものことが気にかかる。そ
して、その子どもを援助しようとする。しかし、
本当の援助は保育者自身がその問題を解決して
おかないと難しい。ようするに、保育者がやり
とげていないことを子どもにさせようと思って
もだめなのである。自分のやりとげた水準まで
のことしか、子どもを援助できないのである。
例えば、無意識のうちに自分と同じ問題を抱え
ているからかわいそうだと同情し、過度に保護
しようとしたりする。コンサルテーションにお
いては、例えば保育場面でいえば、子どもの問
題とそれに対する関わり方だけでなく、保育者
自身の内的なあり方の問題をも焦点におき、あ
る場合にはそれを乗り越えられるように援助す
ることが必要なのである。この保育者は 1年か
けて、自分の問題を見つめた。
⑤Concern とケア
ウイニコット（1990年）は、子どもの場合、
母親を攻撃してそれでもなお母親が痛手を受け
ずに母親として存在してくれることで、母親を
攻撃したという罪悪感を保持することができ、
また母親との関係が良くなるという確信が確立
する。それにより、自分の本能的な部分や破壊
的な部分をそれほど怖がらず、適度に使用し、
その結果についても責任が取れるようになり、
それに応じて、自分のことを懸念したり、他人
のことを思いやる機能、すなわち Concernの機
能を持つようになると言う。それ故に、子ども
はマイナスの行動と受け取られるような敵意や
嫉妬や攻撃性を表現し、それを親に余裕を持っ
て対処してもらう必要がある。それにより、子
どもは悪い部分をも自分の中に組み込むことが
できる。悪い部分やだめな部分が自分のなかに
あることを知ってこそ、他人に寛容になれるの
である。
コンサルテーション事例にも見られるごと
く、肯定的な父性に支えられていない母親たち
は、失敗を恐れ、完璧であろうとするために、
ものすごい不安感を抱いている。そして自分の
気持ちを安定させるために子どもに頼るが、子
どもからの要求は無視し、攻撃性はおろか感情
をも受け止めようとしない。
母親は自分の子どもによって傷つけられなが
らも、子どもに報復しないで憎むことができる
ことが大切だともウイニコットは言う。そして
例えば中国地方の子守唄「寝た子の可愛さ、起
きた子の面ら憎さ」というような上手な表現が
必要なのである。母親が子どもを憎むことも
含めた敵意、攻撃性をものにできているからこ
そ、子どもは母を攻撃しても母は大丈夫だと安
心し、過度な罪悪感を持たず、憎しみを表現し、
保持することができる。
私たちは、罪悪感から憎しみ、敵意を抑圧し
すぎると、表向きは他人に親切そうにするが、
それは自分の身を守るためであり、本心ではな
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く、そこには本当の関わりがない。Concernで
示される本当の思いやりについて言えば、関わ
り、コミットしながら生じる互いの感情的なま
さつを乗り越えてこそ、相手に対する本当の思
いやりが出てくるのである。思いやる能力はた
んなる振りをすることからは生まれないという
ことである。
思いやる能力は、ユング的に言えばヘンゼル
とグレーテルに代表されるような、母親の魔女
的部分、すなわち子どもを憎む継母のような部
分に向き合うことで備わるものである。保育者
がこの段階に入り、葛藤に苦しんだ体験がある
からこそ、子どもの同様の問題に共感でき、乗
り越えるのを援助することが可能になる。
私たちは苦難に或る時、この世のなかにはど
こにも居場所がないと感じる。子どもたちが保
育者に望むことは、自分の苦しみに気づいても
らい、保育者を自分の問題に引き入れることで
あるとヒルマンは言う。子どもの心に共感しケ
アするためには、自分のありようを知ることか
ら始まる。自分の心は子どもの心に通じる。自
分の問題は自分のことだけにとどまらず時代の
問題であり、文化全体の問題でもある。そして
自分の問題をみつめ、癒すことは、保育場面全
体をケアし癒すのである。
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